
I. は じ め に

平成28 年 4 月に熊本地震が2回（前震：4月 14 日，

マグニチュード6.5，本震：4月 16 日，マグニチュー

ド7.3)1)発生し，布田川断層帯および日奈久断層帯の

近辺の多くのため池や農地に変状や亀裂が生じた。こ

のようにマグニチュード6.5 以上の地震後にさらにそ

れ以上を観測した内陸活断層型地震はわが国観測史上

初めてのことである。これを機会に農地・農業用施設

の被害状況を詳しく調査し分析することとした。な

お，このような多くのため池の変状や農地の亀裂に関

する傾向の定量的な分析は，これまで十分に行われて

いない。

そのため，熊本地震によるため池の変状や農地の亀

裂について，地震直後の状況を把握すべく極力速やか

に調査を行い傾向の分析を行った。具体的には，ため

池については，熊本県や関係市町村からの聞取りを踏

まえ対象を選定するとともに現地調査を行い，工種別

の変状内容や断層帯における活断層からの距離と変状

の程度の分析を行った。また，農地については，国土

地理院が公表している「航空写真判読による布田川断

層帯周辺の地表の亀裂分布図｣2)を参考に，対象を選定

するとともに現地調査を行い，亀裂の延長などの分析

や亀裂の形状の分析を行った。

II. ため池の変状

1. 方 法

（1） 対象ため池の選定と現地調査 平成 28 年 5

月 12〜25 日に行った熊本県や布田川断層帯および日

奈久断層帯が通る市町村などからの聞取りを踏まえ，

変状があったと考えられるものを対象ため池として選

定した。また，平成28 年 5 月 17〜26 日に対象ため池

の現地調査を行った。具体的には，少しでも変状が

あったため池について，亀裂，ひび割れなどの箇所数

の把握，亀裂の深さや幅などの測量を行った。なお，

大切畑ダムは，堤防直下に活断層が横断しており，ほ

かのため池と変状が異なると考え対象外とした。

（2） 工種別の変状内容の分析 現地調査の結果を

踏まえ，堤体，洪水吐および取水施設の変状箇所数を

整理するとともに，それぞれについて変状内容の割合

を整理し分析した。

（3） 活断層からの距離と変状の程度の分析 変状

の生じたため池は断層帯に沿ったものが多かったこと

から，活断層から堤体中心までの距離と，亀裂の幅や

深さなどの変状の程度との関係を整理し分析した。

2. 結 果

（1） 対象ため池の選定と現地調査 現地調査を

行ったため池 53 カ所の内，46 カ所に変状があった

（図-1）。その中で，布田川断層帯および日奈久断層帯

に沿ったものが 38 カ所，布田川断層帯の延長上北東

部周辺のものが8カ所であった（図-2）。

（2） 工種別の変状内容の分析 すべての変状が

あったため池で堤体の変状が見られた（図-1）。さら

に，堤体では堤頂部の亀裂などの箇所数が5割以上，

洪水吐ではひび割れ・目地開きの箇所数が7割程度，

取水施設ではひび割れ・目地開きの箇所数が8割程度

と大きな割合を占めていた（図-3〜5）。

（3） 活断層からの距離と変状の程度の分析 活断

層からの距離と堤頂亀裂の深さには，ある程度の負の

相関が見られた（図-6）。また，活断層からの距離と

堤頂亀裂の幅や縦ずれ長には，弱い負の相関が見られ
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図-1 工種別変状ため池の箇所数



た（図-7，8）。なお，深さの平均は38 cmで最大は75

cm，幅の平均は24 cmで最大は60 cm，縦ずれ長の平

均は17 cmで最大は30 cmであった。

また，これらの活断層からの距離の平均は1.8 km，

最長は 8.0 km であった。さらに，堤頂部に亀裂が生

じたため池の数は活断層からの距離とともに減衰して

おり，活断層から1 km以内が5割程度，2 km以内が

8割程度を占めていた（図-9）。
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図-2 変状ため池と亀裂農地の位置図

図-3 堤体の変状内容の割合
図-5 取水施設の変状内容の割合

図-4 洪水吐の変状内容の割合



3. 考 察

これらのことから，活断層近辺のため池について

は，地震時に堤体の亀裂や洪水吐・取水施設のひび割

れ・目地開きが多く発生する可能性や，活断層に近い

ほど大きな変状が生じる可能性が高いことに留意する

必要があると考えられる。

III. 農地の亀裂

1. 方 法

（1） 対象亀裂の選定と現地調査 亀裂の形状など

を分析するため，国土地理院が公表している「航空写

真判読による布田川断層帯周辺の地表の亀裂分布図」

を参考に，延長が 100m 以上のものを対象亀裂とし

て，平成28 年 5 月 12 日〜6 月 2 日に現地調査を行っ

た。具体的には，亀裂の延長，亀裂の幅，亀裂の深さ，

亀裂の横ずれ長，亀裂の縦ずれ長の測量を行った。

（2） 亀裂の延長などの分析 現地調査の結果を踏

まえ，亀裂の延長が変状の程度を示す代表的な指標と

考えられたため，亀裂の延長と，最大亀裂幅，最大亀

裂深さ，最大横ずれ長，最大縦ずれ長の関係を整理し

分析した。

（3） 亀裂の形状の分析 亀裂に沿って，亀裂幅，

亀裂深さ，横ずれ長，縦ずれ長の平均値を表示したグ

ラフを作成し，亀裂の形状の分析を行った。

2. 結 果

（1） 対象亀裂の選定と現地調査 現地調査を行っ

た対象亀裂は 23 カ所であり，布田川断層帯に沿った

ものが 11 カ所，布田川断層帯の延長上北東部周辺の

ものが12 カ所であった（図-2）。

（2） 亀裂の延長などの分析 亀裂の延長と最大縦

ずれ長には，ある程度の正の相関があることが分かっ

た（図-10）。また，亀裂の延長と最大亀裂深さには，

弱い正の相関があることが分かった（図-11）。さら

に，亀裂の延長と最大亀裂幅，亀裂の延長と最大横ず

れ長には，ほとんど相関はないものの近似式は右肩上

がりであった（図-12，13）。

なお，亀裂の延長の平均は252m，最大縦ずれ長の

平均は 0.68 m，最大亀裂深さの平均は 1.17 m，最大

亀裂幅の平均は 1.29m，最大横ずれ長の平均は 0.41

mであった。

（3） 亀裂の形状の分析 亀裂に沿って，亀裂幅，

亀裂深さ，横ずれ長，縦ずれ長の平均値を表示したグ

ラフを，現地調査を行ったすべてのもの，布田川断層

帯に沿ったもの，布田川断層帯の延長上北東部周辺の

ものについて作成した（図-14〜16）。

このことから，亀裂幅，亀裂深さ，横ずれ長，縦ず

れ長の平均値は，おおむね亀裂に沿った台形状に分布
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図-6 活断層からの距離と堤頂亀裂の深さ

図-7 活断層からの距離と堤頂亀裂幅

図-8 活断層からの距離と堤頂亀裂縦ずれ長

図-9 活断層からの距離と堤頂亀裂ため池数



することが分かった。また，布田川断層帯に沿ったも

のは，横ずれ長が比較的大きく，布田川断層帯の延長

上北東部周辺のものは，縦ずれ長，亀裂深さ，亀裂幅

が比較的大きいことが分かった。

3. 考 察

以上の結果から，亀裂の延長の大きなものは最大縦

ずれ長や最大亀裂深さなども大きい傾向があること，

また，亀裂の平均値はおおむね亀裂に沿った台形状に

分布すること，さらに，亀裂は断層帯の延長上周辺で

も生じ，縦ずれ長，亀裂深さ，亀裂幅が比較的大きい

ことに留意する必要があると考えられる。

IV. お わ り に

熊本地震により，多くのため池や農地に変状や亀裂

が生じたことを踏まえ，ため池の変状や農地の亀裂に
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図-10 亀裂の延長と最大縦ずれ長

図-11 亀裂の延長と最大亀裂深さ

図-12 亀裂の延長と最大亀裂幅

図-13 亀裂の延長と最大横ずれ長

図-14 すべての亀裂平均値の形状

図-15 布田川断層帯沿いの亀裂平均値の形状

図-16 布田川断層帯の延長上北東部周辺の亀裂平均値の形状



ついて，現地調査を行い傾向の分析を行った。その結

果，ため池は活断層に近いほど大きな変状が生じ活断

層から 8 km 以上離れると損傷がないこと，また，農

地の亀裂の平均値はおおむね亀裂に沿った台形状に分

布することなどが分かった。

本分析が，ため池や農地における活断層からの距離

などを踏まえた今後の地震対策の一助となれば幸いで

ある。
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